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  明けまして おめでとうございます。 

   本年もよろしくお願いいたします。 

     平和運動センター・県原水禁役職員一同 
 

             －－－目 次－－－ 

 

 １頁：１月の活動予定 (１/１現在)  

 ２頁：「１２・８不戦の誓いヒロシマ集会」開く（１２月８日） 

 ３頁：戦争法の廃止！私たちはあきらめない！安倍政権退陣！ 

４頁：「広島朝鮮学園」へ支援金を贈呈（１２月１０日） 

地区労だより（佐伯・大竹・廿日市地区労組会議） 

  ５頁：「原爆ドーム 世界遺産登録１９年記念集会」を開催 

    「もんじゅを廃炉に全国集会に７００人」（１２月５日）＝平和フォーラムＨＰ 

６頁：部落解放共闘第３２回全国交流会・地方共闘全国連絡会議第３２回総会が 

開かれる（横浜市） 

「世界人権宣言６７周年記念広島集会」開催（１２月７日） 

７頁：新聞に見る「ヒロシマ」（１１/２６～１２/２２） 

８頁：ご案内〔「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」１月街頭行動〕 

       〔戦争法を私たちは止める！１・１６集会(講演会)〕 

〔「１．２７ネバダデー」核実験全面禁止・核兵器廃絶を求める市民行動〕 

       〔広島県原水禁第８５回理事総会〕 

          〔憲法を守る広島県民会議２０１６年度総会〕 

 

【１月の活動予定】 

6 日(水)17:00   2016 連合広島・広島県労福協新春旗開き・賀詞交歓会＝リーガロイヤルホテル広島 

 7 日(木)18:00  「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」事務局会議＝JCJ 事務所   

9 日(土)13:00 被爆二世相談日＝平和運動センター事務所 

 13:00  2016 部落解放同盟広島県連合会荊冠旗開き＝福山市人権交流センター 
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10 日(日)12:10  朝鮮総聯広島県本部 2016 年新春の集い＝ホテル広島ガーデンパレス 

13 日(水) 17:30 高校生平和大使・高校生 1 万人署名活動実行委員会サポーター会議＝広教組会議室 

18:30  「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」世話人会＝広島弁護士会館 

14 日(木)18:00  憲法を守る県民会議第 4 回常任幹事会＝平和運動センター事務所 

         19:00  金剛山歌劇団広島公演第 3 回実行委員会＝平和運動センター事務所 

16 日(土)11:00 「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」街頭行動＝広島市・本通り 

      13:30 「戦争法を私たちは止める！1・16 集会(講演会)」＝広島県民文化センター 

20 日(水)17:00  広島県原水禁 1 月常任理事会＝自治労会館 

18:30 平和運動センター第 2 回常任幹事会・第 1 回幹事会・地区労代表者会議＝自治労会館 

22 日(金)12:30  第 52 回護憲大会実行委員会＝連合会館 

     13:30 平和フォーラム第 6 回運営委員会・原水禁第 6 回常任執行委員会 

     16:30 被爆 71 周年原水爆禁止世界大会実行委員会＝連合会館 

24 日(日)10:00 社民党広島県連合 2016 年新春旗開き＝ワークピア広島 

25 日(月)15:00 中国ブロック平和フォーラム・原水禁代表者会議＝岡山市 

27 日(水)12:15  「1.27 ネバダデー」座り込み行動＝原爆慰霊碑前 

     18:00  広島県原水禁第 85 回理事総会＝自治労会館 

29 日(金)18:00 憲法を守る広島県民会議 2016 年度総会＝自治労会館 

     19:00  食・緑・水・環境を守る県民会議幹事会＝平和運動センター事務所 

31 日(日)14:30 全港湾労働組合関西地方中国支部 2016 年新春旗開き＝広島港湾労働者福祉センター 

 

 

「１２・８不戦の誓いヒロシマ集会」開く（12 月 8 日） 

〓決して戦争をしてはならない！闘いの真価が問われる 〓 

  12 月 8 日、自治労会館において 130 人が参加して

「12・8 不戦の誓いヒロシマ集会」を開催しました。 

 平和運動センターなど主催５団体を代表して、戦争を

させないヒロシマ 1000 人委員会呼びかけ人代表の秋葉

忠利さんが「不戦を誓い合う本日の 12.8 集会を通じて

ヒロシマの心を結集して、さらに大きなうねりをつくり

来年の参議院選挙そして、これからの道すじをつくり出

していこう」とあいさつしました。 

 集会では、東京新聞論説兼編集委員の半田 滋さんが

「日本は戦争をするのか―集団的自衛権と自衛隊」と題

して講演を行いました。半田さんは、第一次・第二次安

倍政権が行ってきた政治・経済政策について詳しく解説

を加えながら、独裁に等しい閣議優先、国会軽視で安保

法制を成立させてきたことなど安倍首相の政治手法への

批判を力説しました。半田さんは最後に、「地道で粘り

強い取り組みを行い、来年の参議院選挙に勝たなければならない。子や孫にその責任は

ない」と訴えました。 

 集会の最後は、いま再び「戦争をする国」へと暴走する事態を直視し、戦争につなが

る一切を拒絶する取り組みを強めようとのアピールを参加者全員で採択し、平和運動セ

ンター佐古議長が閉会のあいさつが行って、集会を終了しました。 
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１２．８不戦の誓いヒロシマ集会アピール 

１９４１年１２月８日、すでにアジア諸国への侵略戦争を続けていた日本は、ハワイの

真珠湾を奇襲し世界を巻き込んだ太平洋戦争に突入しました。この一連の侵略戦争は、中

国をはじめアジアの国々で数千万人、日本人３００万人あまりの未曾有の犠牲者を出し、

広島・長崎への原爆投下をもたらし、日本の無条件降伏をもって終了しました。私たち

は、侵略戦争と植民地支配の反省に立って、この「１２月８日」を「８月６日」と並ん

で、ヒロシマが、日本が忘れてはならない日として不戦と民主主義の確立を誓ってきまし

た。 

しかし、横暴を極める安倍政権は議会内多数をいいことに、９月１９日、いわゆる「戦

争法」の成立を強行しました。集団的自衛権の行使や他国が行う戦争への後方支援は、憲

法９条が禁じた武力の行使そのもので、明らかな憲法違反であり立憲主義を否定する暴挙

です。 

安倍政権はこれまでも、国民の知る権利を奪う「特定秘密保護法」を制定し、「国家安

全保障会議の設置」「武器輸出三原則」に代わる「防衛装備移転三原則」の決定など、戦

争のできる体制作りを進めてきましたが、今回のそれは「戦争をする国」へと大きく踏み

出すものであり、決して容認することはできません。法案が成立したからと言って諦める

ことなく、引き続き廃止のための闘いを強めていかなくてはなりません。 

一方、安倍政権は沖縄県民の声を無視し辺野古への新基地建設を始め、在日米軍基地の

固定化と日米軍事同盟の強化を推し進めています。岩国基地は空母搭載機部隊の移駐など

により、極東地域最大規模の航空機部隊の基地にされようとしており、広島においても低

空飛行訓練による被害が多発してきています。 

私たちは改めて、戦争の歴史・教訓に学び、そしていま再び「戦争をする国」へと暴走

する事態を直視し、戦争につながる一切を拒絶する取り組みを強めなければなりません。

戦後７０年を戦前に回帰させないため、本日ここに集う私たちは、さらに広範な人々とと

もに平和と民主主義を守るための活動を一層強化することを心に刻み、１２．８不戦の日

の誓いとします。 

2015 年 12 月 8 日 

12．8 不戦の誓いヒロシマ集会 

 

戦争法の廃止！ 私たちはあきらめない！ 安倍政権退陣！ 

〓戦争をさせない 1000 人委員会「２０００万人統一署名」をやり抜こう〓 

 9月19日に成立した「平和

安全保障関連法」は、憲法９

条違反であることは明らかで

す。その内容はまぎれもなく

戦争法であり、断じて認める

ことはできません。 

「戦争をさせないヒロシマ

1000人委員会」は、強行採決が行われた9月19日を忘れないために、毎月「19日行動」

として、広島市の繁華街で抗議の街頭行動を継続しています。12月の街頭行動は、12月
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19日に八丁堀・金座街において60人が集まり、戦争法の廃止を求めて街頭宣伝活動を行

いました。12月からは「戦争法の廃止、立憲主義を堅持し、憲法９条を守り、いかす」

ことを求める請願署名活動を開始しました。2016年4月末を第１次集約に、全国で2000

万筆を集める目標です。戦争法廃止！安倍政権退陣！めざして、職場や地域で署名活動

を取り組みましょう。 

1月の「19日行動」は、2000万人統一署名に全力を上げる意思統一の場として、1月16

日(土)、13時30分から広島県民文化センターにおいて講演集会を開催します。どなたも

参加できますので多くのみなさんの参加をお待ちしております。 

 

「広島朝鮮学園」へ支援金を贈呈（１２月１０日） 

〓金剛山歌劇団広島公演実行委員会〓 

金剛山歌劇団広島公演実行委員会（佐古正明実行委員

長・平和運動センター議長）は、12 月 10 日、広島朝鮮

学園を訪問して、去る 11 月 20 日に広島文化学園ＨＢＧ

ホールにおいて開催した「広島朝鮮初中高級学校チャリ

ティーコンサート・金剛山歌劇団広島公演」の収益金か

ら、150 万円を支援金として学校長に贈呈しました。 

公演の成功に向け、ご支援・ご協力をいただきました

実行団体のみなさまに心より感謝申し上げます。      <佐古正明実行委員長  金英雄校長> 

平和運動センターは、朝鮮学園の置かれている厳しい 実情を理解し、今後も支援の

取り組みを行っていきますので、各構成組織のご理解とご支援をお願いいたします。        

 

 

地区労だより【佐伯 大竹 廿日市地区労組会議】 

〓新年１月 8 日に戦争法廃止をめざして「憲法学習会」を開催します〓 

佐伯・大竹・廿日市地区労は、これまでも反核平和の火

リレー、非核・平和行進など反戦平和活動に取り組んでき

たところですが、総会はここ数年開催できておらず幹事会

もリレー・行進前に１回行うのみであり、積極的な活動と

は言いがたい状況です。 

そうした中、数年前から年に１度外部講師を呼んで学習

会を開催しています。今年度は 8 月 25 日に広島市立大学

広島平和研究所の河上准教授をお招きし、「憲法と安保法

制」についてご講演をいただく予定でしたが、くしくもこ

の日は台風 15 号が広島に上陸する見込みとなったため延

期となりました。このたび、再度日程の調整がつき 2016

年 1 月 8 日に学習会を開催する予定となっております。

（内容もほぼ同じものとなる予定です） 

とりわけ 2015 年は「日本を戦争する国」へと大転換さ

せる安全保障関連法案が、多くの国民が反対するなか強行成立するなど、まさに戦後

70 年間にわたって日本が守り抜いてきた平和主義が重大な危機に瀕しています。私た

ちは引き続き戦争をさせない運動を継続させ、自衛隊の海外派兵を許さず、殺し殺され
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ることのない日本を維持するため、憲法の改悪を許さない取り組みを進めていく必要が

あります。 

また、原水爆禁止運動の推進、反差別・人権確立の運動推進、食・緑・水・環境を守

る運動の推進などについても引き続き取り組みを進めていかなければなりません。平和

運動センターをはじめ、各地区労のみなさま方にご迷惑をおかけすると思いますが、ご

指導・ご鞭撻の程よろしくお願いします。 

（佐伯・大竹・廿日市地区労組会議事務局長 宮下崇斉） 

 

「原爆ドーム世界遺産登録 19 周年記念集会」を開催 

〓核兵器廃絶を世界各国へ訴え続けていこう〓 

県原水禁や被爆者団体など 12 団体で構成する核兵器廃

絶広島平和連絡会議は、1996 年 12 月 7 日、原爆ドームが

ユネスコの世界遺産に登録されて以降、毎年世界遺産登録

日を中心に記念集会を開催しています。19 周年を迎えた

12 月 7 日、18 時から原爆ドーム前で「原爆ドーム世界遺

産登録記念集会」を開催しました。 

構成団体を代表して、連合広島の久光博智会長は「70

年前の惨劇を忘れることなく、核兵器廃絶の力強いメッセージをヒロシマから発信して

いかなければならない」とあいさつしました。その後、県被団協（坪井理事長）、県原

水禁（金子代表委員）、KAKKIN 広島（永山議長）、連合広島（久光会長）よる献花や

平和運動センター（佐古議長）など代表者による献水、集会アピールを採択しました。

最後に参加者全員で黙祷・献花を行い、核兵器廃絶と世界の恒久平和実現を多くの人と

の連帯の輪で広げ行動していくことを誓い合いました。 

 

「もんじゅを廃炉に全国集会に 700 人」（12 月 5 日） 

〓危険な「もんじゅ」は今すぐ廃炉に！ 高浜原発再稼働を止めよう！〓 

1995 年 12 月に起こった高速増殖炉「もんじゅ」のナト

リウム漏出事故から 20 年、「2015 もんじゅを廃炉に全国

集会」が 12 月 5 日、福井市内の文化会館大ホールで開か

れ、全国から 700 人が参加しました。 

度重なる事故と 1 万件にも及ぶ点検漏れなど、不祥事に

事を欠かず、点検のルールを再構築したにもかかわらず今

年 9 月には、そのルールですら半数近くで誤りが発覚する

始末。とうとう原子力規制委員会は 10 月、「もんじゅを

原子力機構に委ねていることが妥当か」と、「失格勧告」を機構に対して投げかけまし

た。集会で発言された鈴木達治郎さん（長崎大学核兵器廃絶研究センター長）は、「チ

ャンスととらえて、高速増殖炉や核燃料サイクルをどうすべきか、議論すべき」と話し、

伴英幸さん（原子力資料情報室共同代表）は、原子力の研究を含め、日本の科学技術に

ついて「護送船団方式で、プロジェクトで進行」していることを批判しました。最後に

鈴木さんは「国会のなかや、学術会議など政府から独立した機関で、評価、議論できる
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仕組みをつくること」の必要性を説き、文部科学省の硬直した政策からの脱却を訴えま

した。 

集会終了後参加者は、隣接する公園で開かれた「高浜原発３・４号機の再稼働を本気

で止める！全国集会」に合流し、福井駅までデモ行進をし、もんじゅの廃炉と再稼働反

対を沿道の市民に訴えました。 

 

部落解放共闘第３２回全国交流会 

地方共闘全国連絡会議第３２回総会が開かれる（横浜市） 

  〓「平和なくして人権なし、人権なくして平和なし」〓共闘運動の強化を 

部落解放共闘第 32 回全国交流会と部落解放地方共闘全

国連絡会議第 32 回総会が 12 月 2～3 日、横浜市「ワーク

ピア横浜」で開催され、府県共闘会議から約 100 人が参加

しました。広島県共闘会議から自治労、部落解放同盟、平

和運動センターの 3 人が参加しました。 

主催者を代表して全国共闘会議の組坂繁之議長（部落解

放同盟委員長）は、「戦争法を発動させない闘いに全力を

上げよう」と訴えるとともに「人権侵害救済法の早期制定、   <全国共闘・組坂議長>  

狭山事件の再審を実現する闘いなど共に闘っていこう」とあいさつを行いました。来賓

挨拶は連合本部南部美智代副事務局長らから行われました。 

交流会の基調提案の後、部落解放同盟西島藤彦書記長が「『同和対策審議会』答申

50 年、その意義と今後の課題」と題して講演が行われました。西島書記長は「特別措

置法失効後の今日、部落の生活、教育、就労などの実態面で再び後退している」と指摘

し、あらためて部落差別の撤廃を国政および自治体の重要課題と位置づける必要がある

と訴えました。その後、各府県からの活動報告があり広島県共闘会議など 5 県共闘から

報告を受けました。 

2 日目の部落解放地方共闘全国連絡会議総会においては、部落解放同盟片岡明幸財務

委員長が「身元調査の実態と本人通知制度の普及」と題して報告がされました。また、

役員選出では、広島県共闘会議の佐古議長（平和運動センター議長）が副議長に再選さ

れました。 

 

 

 「世界人権宣言６７周年記念広島集会」開催（１２月７日）             

   〓歴史の教訓に学ぶことの大切さ〓 

 12 月 7 日、三原市本郷生涯学習センターにおいて、

「世界人権宣言 67 周年記念広島集会」が開催され、部落

解放県共闘会議加盟労組から約 100 人が参加しました。 

 この集会は、世界人権宣言が採択された 12 月 10 日を節

目に「あらゆる差別を撤廃し、人権を確立することから世

界の恒久平和を実現することにつながる」その具体化をめ

ざして、毎年開催されています。 

 主催者を代表して、世界人権宣言の実現を求める広島県

実行委員会の沖和史委員長は、あいさつの中で「ヘイトスピーチに象徴される人権軽視
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の暴力的風潮など今の日本は誠に異常な危機的状況に至っている」と指摘し、「あらゆ

る差別とそれに基づく戦争をなくし、人間が人間として尊ばれる社会をつくりあげよ

う」と呼びかけました。 

記念講演は、のりこえねっと共同代表の辛淑玉（シン・スゴ）さんが「ヘイトスピー

チとその背景～日本社会を問う」と題して講演を行いました。辛さんは、国内で拡散し

ているヘイトスピーチ・ヘイトデモの生々しい実態を映像（街頭で通りかかった人に

「朝鮮人を殺せ」などの暴言で扇動し、平穏な生活が脅かされる様子など）を通しなが

ら、日本の現実とそれを支える背景、そして過去の歴史の学ぶことを鋭く指摘しました。

辛さんは最後に「勝ちに行こう」と参加者に訴えました。 

 

 

新聞に見る「ヒロシマ」(11/26～12/22)  

見出しから 日付 新聞 

米英仏外相 平和公園へ 来年４月広島会合 11.26  中国 

「原爆被害 伝える好機」 核廃絶へ注文も 11.26  中国 

 イラク外相 広島訪問 被爆の実態に触れる 11.27  中国 

 ヒロシマ賞 ハトゥムさん 初の被爆地「印象深い」 11.28  中国 

米退役軍人 核廃絶へ決意 平和公園を初訪問 11.28  中国 

 核ごみ２１都府県「拒否」 最終処分地 前向き回答なし 11.29  中国 

 黒い雨 調査結果報告 専門家、資料館展示で助言 11.29  中国 

 「原爆体験記」ウェブ発信 広島追悼祈念館 11.29  中国 

「核兵器廃絶議連」を発足 広島市議会３９人 全国呼びかけへ 12.4  朝日 

 核なき世界へ市議結集 広島の有志３９人 連盟設立 12.4  中国 

世界遺産１９年 平和の心新た 原爆ドーム周辺で集い 12.8  中国 

 原爆ドーム耐震補強工事 １４日に着手 12.9  中国 

陜川郡に原爆資料館 「韓国のヒロシマ」初の公設 １７年完成 12.9  中国 

 日印原子力協定「中止を」 広島・長崎市長 首相要請文 12.10  朝日 

黒い雨訴訟 原告「苦難耳傾けて」 広島地裁で第１回弁論 12.10  中国 

 ８時１５分 時計針折れる 惨禍伝える原爆資料館展示 12.11  中国 

島根原発 最大揺れ想定引き上げ 中電検討 12.11 中国 

 被爆者「核廃絶に逆行」 日印原子力協定合意 12.13 中国 

 核兵器転用 消えぬ疑念 被爆地「不拡散に反する」 12.13 朝日 

「一線」越えた被爆国 ＮＰＴ形骸化 懸念 12.13 中国 

ドーム 初の耐震工事 れんが壁３ヵ所補強 12.15 中国 

被爆者運動の結果 核使えず 元広島市立大講師・高橋さん 12.16 朝日 

核廃絶へ続く 対話の旅 被爆７０年 各地で国際会議 12.16 朝日 

広島の比治山公園 「平和の丘」市民案２０１件 12.16 中国 

ヒロシマ 世界が注目 被爆７０年 12.18 中国 

被爆者医療費４２件放置 広島市、事務処理怠る 12.19 中国 

被爆者医療費 １３人分未払い 広島市、県への申請放置 12.19 朝日 

「平和の池」市民らが清掃 広島のグループ 12.20 中国 

平和へ芽吹き 力強く 原爆を耐え抜いた樹木 12.20 朝日 

島根原発 廃炉の道筋 定まらず 12.21 中国 
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核燃料再処理「中止を」パグウォッシュ会議 活動方針転換 12.22 中国 

細る被爆者の声 つなぐ 進む高齢化 継承に課題 12.22 朝日 

 

 

           【 ご 案 内 】 

 ■「ストップ！戦争法ヒロシマ実行委員会」１月街頭行動 

◇日 時 １月１６日（土）１１時～１２時 

◇場 所 広島市本通り・青山前 

◇内 容 戦争法の廃止を求める署名活動 

 ■戦争法を私たちは止める！１・１６集会(講演会) 

 ◇開催日 １月１６日（土）１３時３０分～１５時３０分 

  ◇場 所 広島県民文化センター 

        講師：中野晃一さん（上智大学国際教養学部教授） 

■「１．２７ネバダデー」核実験全面禁止・核兵器廃絶を求める市民行動 

 ◇日 時 １月２７日（水）１２時１５分～１２時４５分 

  ◇場 所 原爆慰霊碑前 

  ◇内 容 座り込み 

 ■広島県原水禁第８５回理事総会 

 ◇開催日 １月２７日（水）１８時～１９時３０分 

  ◇場 所 自治労会館大会議室 

 ■憲法を守る広島県民会議２０１６年度総会 

 ◇開催日 １月２９日（金）１８時～１９時 

  ◇場 所 自治労会館大会議室 





 

戦争法廃止を求める統一署名に 
目標 2000万筆！ご協力お願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争をさせない1000人委員会 
101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-15 塚崎ビル3階 

http://anti-war.info mail:info@anti-war.info tel：03-3526-2920 fax：03-3526-2921 
 
私たちは戦争法案の廃案を求め、多くの市民との共同による連日の国会闘争と全国各地での行動をにとりく

んできました。残念ながら強行採決を許す結果となりましたが、巨万の人びとの立ち上がりは政府・与党をぎ

りぎりまで追い詰めました。そして私たちはさらなる運動の拡大によって、安倍政権を退陣させ、戦争法を廃

止し、平和な未来を切り拓くことができるという展望を掴み取っています。 

私たちは新たに「戦争法の廃止を求める統一署名」を開始しました。戦争をさせない1000人委員会

も呼びかけ団体のひとつとして全力でとりくみます。これまでのご支援・ご協力に心から感謝申し上げるとと

もに、あらためて、戦争法廃止・安倍政権退陣をかちとるためにともにとりくんでくださるよう呼びかけます。 
    

【【【【    請請請請    願願願願    事事事事    項項項項    】】】】    

★★★★戦争法戦争法戦争法戦争法であるであるであるである「「「「平和安全保障関連法平和安全保障関連法平和安全保障関連法平和安全保障関連法」」」」をををを    

すみやかにすみやかにすみやかにすみやかに廃止廃止廃止廃止してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

★★★★立憲主義立憲主義立憲主義立憲主義のののの原則原則原則原則をををを堅持堅持堅持堅持しししし、、、、    

憲法憲法憲法憲法9999条条条条をををを守守守守りりりり、、、、いかしてくださいいかしてくださいいかしてくださいいかしてください。。。。    

 


